
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和４年度事業分）

出資
法人

○ ～ 3年

～ 5年

～ 5年

～ 4年

平成7年10月7日

都市公園法、山梨県都市公園条例

（１）都市公園としての①～④の機能を発揮すること
①遊び、憩いの場を提供すること
②防災拠点としての機能を発揮していくこと
③良好な緑地景観、環境を提供すること
④果樹にふれあう場を提供すること
（２）主宰事業の実施を通じて、果樹に関すること等を学ぶ機会を提供するこ
と
（３）果樹の展示を通じて、果樹にふれあい、果樹を学ぶ場を提供すること

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

１　指定管理者の推移

山梨県笛吹川フルーツ公園

県土整備部　景観まちづくり室

笛吹川フルーツ公園マネージメントグループ

財団法人 山梨県公園公社

山梨市フルーツパーク 株式会社 H21.4.1

H21.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 平成１８年度

指定期間
委託料総額
（単位：円）

H18.4.1 746,082,000

1,116,869,000

指定管理者名

H26.3.31

構 成 団 体 株式会社アルプス、株式会社アメニス、株式会社東勝緑産

1,130,512,000

874,195,000

山梨市フルーツパーク 株式会社

笛吹川フルーツ公園マネジメントグループ R5.3.31

２　施設の概要

H26.4.1

H31.4.1

H31.3.31

所 在 地 山梨市江曽原1488

（１）公園施設（緑地含む）及び設置器具等の維持保全に関する業務
（２）有料施設の利用承認に関する業務
（３）生活環境の緑化、くだものの振興業務
（４）県が実施するイベント等への協力

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

平成25年3月15日
遊具を設置、展示物の一部を撤去しベビー休憩室を設置
工事金額85,000千円

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

○公園面積 19.5ha
○施設の内容
･ﾌﾙｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑ
 ①くだもの館(延床面積3,492㎡､鉄骨造+RC地上1階地下1階)
 ②わんぱくﾄﾞｰﾑ(延床面積1,141㎡､鉄骨造+RC2階建)
 ③くだもの工房(延床面積1,825㎡､鉄骨造+RC地上3階地下1階)
･管理ﾔｰﾄﾞ(管理棟193㎡､車庫･作業棟149㎡ RC造地上1階、管理温室524
㎡ ｶﾞﾗｽﾊｳｽ)
･ｽﾃｰｼﾞ広場
･入り口広場
･遊具広場
･水利用施設(噴水施設等)
･駐車場(第1～2)
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和４年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和４年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和４年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和４年度）

収支差額 5,105,092 △ 3,779,443

243,927,587214,404,760 224,962,051

225,684,430

244,089,961

219,421,624

220,579,338

235,250,111

　概ね事業計画どおり指定管理業務を実施しており、イベントにも創意工夫が数多く見られ、利用者からも非
常に高い評価を得ている。
　維持管理に工夫をすることで利用者の憩いの場に繋がったほか、公園利用の促進に繋げる取り組みもみ
られ、非常に評価できる。
　コロナによる規制が残る中で様々な面に柔軟に対応し、施設の改修や地域と連携したイベント等にも積極
的に取り組んだことで、公園を目的地とした来園者が非常に多くなった。
　また、都市公園における市民の憩いの場の提供のための事業、及び緑化の啓発・普及及びくだものに関
する振興のための事業についても、目標値を大きく上回る実績となった。

収入合計

支出合計

240,148,144

平成30年度

225,003,949

5,016,864 41,898

４　利用状況、利用者満足度の状況

運営目標の指標　＞　利用者数　目標値：410,000人　→　実績値：463,942人
指定管理期間4年目で、地域連携を3年で進められた結果として集大成期「さらなるワクワクを関わる人みん
なで」のテーマをもとに
　１）地域を巻き込んだ取組みの一層の充実
　２）SDGsへの取組み強化
　３）4年間の運営による課題整理とその先のビジョンの策定
の3つの重点活動を設け、運営管理を行った。過去3年以上に、当たり前の維持管理や果樹振興事業の遂
行はもちろんのこと、地域の方々と協業で実現するイベントを今まで以上に開催したり、その取組みを発信で
きる仕組みを整えたりした結果、様々なコロナによる規制はあるもののコロナ前に近い利用者数にまで戻し、
目標達成することが出来た。

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

478,043人

備考

入場者数、
事業参加者数の合計

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

390,308人 463,942人472,826人

◎

333,409人

◎◎◎◎

平成30年度 令和２年度令和元年度 令和４年度令和３年度

　都市公園としての維持管理業務の遂行はすべて計画通りに実施した。果樹振興・緑化啓蒙イベントも開催
時のアンケート調査結果からも、利用者からの高い評価を得ることが出来た。
　維持管理においては、より一層果樹管理に力を入れ、観賞・展示用の栽培方法から、「美味しい」果物を作
る栽培方法への移行が概ね完了し、園内で収穫された果実を4年間の指定管理期間内で最大限活用する
ことが出来た。
　コロナによる規制を正しく理解し、利用者への徹底した周知や、イベント開催時のルールの徹底、グリーン
ゾーン制度の活用等を行った。施設改修や、地域の発案者と協業で開催するイベント（実行委員会形式）を
開催することで、当園を目的地とした来園者が増加し、イベント等参加者数が過去3年と比べても増加した。
　スタッフにも「くだもの王国山梨を五感で楽しむテーマパーク」というコンセプトが浸透し、当園で働いている
こと、働いた結果、利用者が楽しんで喜んで笑顔になってくれることを最大の喜びと感じる状態を作ることが
出来た。

令和元年度

△ 8,839,850

　　　　　年度
項目

備考令和４年度令和３年度令和２年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和４年度事業分）

山梨県笛吹川フルーツ公園

県土整備部　景観まちづくり室

笛吹川フルーツ公園マネージメントグループ

株式会社アルプス、株式会社アメニス、株式会社東勝緑産

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和４年度） （単位：円）

県

県

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和４年度） （単位：円）

売上額の20％

構 成 団 体

17

333,409

令和４年度

390,308

稼働率等（利用率） 1,310人/日

公園利用者数

選定方法 収入割合 収入額

随意契約 2,707,485

仕入（支出）額

470,000

111.1%

472,826

（うち事業参加者数）

屋外便所・フルーツアドベンチャー周辺園路補修工事　外39件

台数

390,308

令和元年度

105.1%

目標値の設定方法

利 用 者 数 合 計

目 標 値 450,000

478,043

修繕等の負担区分（基本協定書）： 1件60万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

（75,094）

平成30年度 令和３年度

1,295人/日 913人/日

472,826 333,409

（63,256）

101.7%

利用者数/営業日数（公園）
稼働率等（利用率）

の 算 定 方 法

463,942

実績／目標割合 113.2%

350,000

463,942

300,000

478,043

令和２年度

410,000

(35,563)

令和元年度は、過去実績（平成30年度を含まず）より微増で設定。
令和2年度は、当初目標より新型コロナウイルス感染拡大の影響を
鑑み目標を年度中に下方修正。
令和3年度35万人＝コロナ渦でない状態のR3年度目標人数（49万
人）×減少率（65.8％）＋工夫による増加人数（3万人）で設定。
令和4年度41万人＝コロナ禍でない状態のR4年度目標人数（50万
人）×減少率（77.5％＝R3年度着地予想÷R3年度当初目標）＋工
夫による増加人数（2万人）で設定。

511,500

4,374,077

195,470,000

アクアアスレチックろ過装置電磁弁交換洗浄工事

くだもの工房建物改修工事

屋外ステージ噴水設備改修工事　外6件

アクアアスレチックろ過装置ろ過材交換工事 590,000

名 称・ 施設
内 容 等

利
用
者
数

利
用
率

（１）山梨県御勅使南公園

(112,924) （163,287）

施 設 名

指定管理者

所 管 課

111.5%

296,909,800

1,271人/日1,069人/日
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和４年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

広告費
備品購入費
保険料
公租公課費
果樹振興事業支出

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

193,778,406 206,782,121 226,151,303 280,930,574
D 支出額計 53,097,581 192,258,371 203,215,364 220,210,095 272,519,170

収 支 差 額 （ C - D） 18,309,774 1,520,035 3,566,757 5,941,208 8,411,404

20.6%21.4% 20.9%

16,123,104

32.2%

22,209,106
829,440

15,654,631

負担金

8,298,053

626,900

4,560,293
5,090,434

31,504,000
47,060,753

清掃業務 31,520,346

281,400
その他

91,500

45,792,839
1,512,509

警備業務
設備管理業務

駐車場警備 2,446,680 1,265,550

422,400 844,800

植裁業務

5,237,070

1,009,914

10,549,327 14,505,655

375,367

75,860

5,593,661

86,295

48,245,218

110,00076,000

4,315,2545,132,004

45,522,646

42,000

原材料費
旅費 659,420

769,773 1,124,963通信運搬費

19,400

5,865,902
108,998144,809

17,820,615

420,729 636,921

手数料 4,149,677
10,433,148 10,948,169

812,108

16,822,637

220,579,338

2,956,960

518,190

4,482,054

51,382 88,770

1,060,862

13,813,864

33,273,032

2,843,369

432,000

光熱水費

8,239,294

17,105,720
消耗品費

2,642,228
印刷製本費

26,124
2,546,668

賃借料

1,615,680

3,604,850

437,400

4,001,867

1,487,580

196,840

1,492,000

452,050

人件費
5,131,780

240,148,144

227,265,000
747,066

225,003,949

216,146,000214,638,000
180,522 95,388

216,146,000
494,004

219,421,624

2,234,930 2,204,142

225,684,430

4,257,040 4,673,2261,208,900

収
　
入

自動販売機手数料
果樹振興事業収入

指定管理委託料

235,250,111
178,422

2,758,229

施設利用料

1,853,546

223,478,000

その他

2,650,506

214,404,760

2,707,485
7,444,170

743,696 2,270,591 2,167,058 1,560,000

令和３年度 令和４年度平成30年度 令和元年度 令和２年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

△ 8,839,850

467.5 489.9453.9 648.3 553.8

5,016,864 41,898 5,105,092

支
　
出

31,108,000
844,800

60,587

244,089,961

4,160,052

1,904,319

258,445

外部委託比率

1,636,000 660,000

3,722,636
1,773,367
4,774,759

10,906,422
113,196,662

7,789,701修繕費
101,439,445

△ 3,779,443

平成30年度 令和元年度
C 収入額計 71,407,355

一人当たり指定管理者委託料＊

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

968,581

6,981,914 424,423

35,748,000

7,174,336

78,601,229

1,158,475
7,797,730

19.8%

844,800

5,957,734
9,176,209

14,388,960

243,927,587

5,475,577
105,876,784

3,115,536

10,833,165

224,962,051
93,373,75487,975,376

燃料費 4,273,512 720,824 626,618 1,765,512 1,305,541

Ｂ 支出額計

22,646,631 20,573,522

2,105,670

4,831,181
18,528,627 26,858,461

賃貸料収入
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1

2

3

4

5

実施場所

一般
ウォーター
ガーデン

一般 くだもの工房

一般 くだもの広場カフェテリア事業

一般 くだもの工房

６　自主事業の実施状況

事業名

魚つかみ取り＆炭火焼事業

レストラン事業

対象者

売店事業

BBQ事業 一般 入口広場
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和４年度事業分）

７　利用者満足度

実施方法等

0.7%

トイレや休憩所の清潔さ

0.8%30.9%

施設（ベンチや園路等）の利用しやすさ

66.2% 30.5% 2.2%

26.8% 3.7%

1.4%

21.0%

スタッフの対応 0.7%

 園内外の案内（サイン等）、情報のわかりやすさ

28.9% 3.1%

63.7%

1.1%

4.6%

実施時期：令和４年４月～令和５年３月
実施方法：公園利用者へのアンケート及びQRコードによるWebアンケート
回答数：2,546枚

満足

0.8%

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

樹木や芝生の管理状況 79.2% 19.7% 0.6% 0.5%

【樹木や芝生の管理状況／トイレや休憩所の清潔さ／施設の利用のしやすさ】
　・とてもきれいに管理されています。
　・以前よりも施設の手入れが行き届いているように思います。
　・駐車場を増やしてほしい。
　・日影が増えると嬉しい。
【園内外の案内、情報のわかりやすさ】
　・イベントなどの詳細が知りたい。
【スタッフの対応】
　・スタッフの方がやさしく親切だった。
【催し物・イベント等の充実度】
　・季節ごとのイベントが毎回楽しみです。
　・素敵なイベントたくさんで大好きです。

施設全般の満足度

利用者の意見
への対応

【樹木や芝生の管理状況／トイレや休憩所の清潔さ／施設の利用のしやすさ】
　・駐車場の増設　→　県と協議を進めた。
　・日影がほしい　→　県が四阿を設置した。
【園内外の案内、情報のわかりやすさ】
　・Web、SNS、フリーマガジン、メディア露出等、様々な手法を使い、イベント詳細
を告知できる工夫をした。

 防犯や安全性（遊具等含む）

催し物・イベント等の充実度 77.4%

25.3% 1.5%

66.6%

68.7%

利用者の
主な意見

21.0% 0.9% 0.7%77.4%

72.5%

0.9%
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和４年度事業分）

８　評価結果

項目

　計画した点検や日常の施設巡回を徹
底することは当たり前に実施出来た。植
栽管理においては花壇の植付の工夫で
写真を撮っているお客様が増えた。果
樹管理においては美味しい果物を作る
ための栽培を行うことでイベントでの食
べておいしい、採って楽しいを創出する
ことが出来た。
　ただ「維持」するのではなく、業務内容
を見直しながら「向上」を目指し、来園目
的となる仕組み作りが出来た。

指定管理者の自己評価

　利用者の憩いの場にも繋がるような、確実
な維持管理を実施できており、来園者からも
非常に高い評価を受けた。
　また、園内生産果実をイベント等で有効利
用できるよう適切な果樹管理に努めた。

利用状況

維持管理
業　　　務

収支状況

　支出において光熱水費や人件費が増加す
る結果となったが、修繕費や広告費を削減
することで、最小限の支出に留めるよう努め
た。

　公園の特性を活かした果樹振興イベントの
開催や地域と連携したイベントの実施により、
果樹へのふれあいの場の提供や利用者の
楽しみの場の提供に努めた。
　多種多様なイベント開催もあり、県外からの
来園者も非常に多く、県内のみならずフルー
ツ公園の知名度が高まった。

施設所管課の評価

運営業務

自主事業

　季節ごと果物を五感で楽しめる機会を
多く創り上げ、果樹振興を目的としたイ
ベントが中心ではあるものの、コンテンツ
企画立案や出店や商品仕入など地域と
も連携したイベントを増加出来、参加い
ただいたお客様から非常に好評をいた
だいている。遠足のアテンド、フリーマガ
ジン「かおる」、公園お助け隊等、くだも
の王国山梨に自信と誇りを感じていただ
ける機会も作ることが出来た。
　さらにDXを推進するような取り組み
（Webアンケート、Webイベント予約）も出
来た。

　持ち込みイベントも積極的に関与
（Web告知、備品貸出、企画相談）し利
用促進につながった。
　県産果物を使ったレストランやカフェ、
県産土産品や自分へのご褒美品、さら
には充実したワインのラインナップを取り
揃える売店、新たな利用促進につな
がっているBBQレストランなど、営業施
設も積極的な活動を行えた。魚つかみ
取りは、参加制限やマスク着用、手洗
い・消毒、受付簿作成等のコロナ対策を
行いながら開催することができ、主要な
来園目的となった。

　週末を中心に、県内外から多くの利用者が
訪れ、公園には活気があふれていた。
　有料施設を利用していただけるような丁寧
な提案等により、施設利用者数も前年度と比
較し、大きく増加した。

　当園を目的地としての来園が増加した
ように感じた。利用者数の目標も達成出
来た。
　利用を促す毎週末「なにかやっている
公園」という認知が進み、家族連れを中
心に来園者を増加することが出来た。
　有料施設においても、前年以上に各
施設を利用してもらえるよう、検討してい
る利用者の方に寄り添った提案を行え
た。

　SNSを活用した積極的な情報発信を行い、
公園や地域の特性を活かした自主事業を実
施したことにより、利用者数の増加に貢献し
た。

　電気代高騰につき、指定管理料増額
での収入増があった。予算に対しての
執行率も概ね計画通りに管理出来た。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和４年度事業分）

９　施設所管課による定期評価結果

　都市公園における県民の憩いの場の
提供のため、公園施設（屋内研修施設、
料理教室、作業室）の年間利用者数を
評価指針として設定。
　年間利用者数は7,540人となり、目標
値2,413人を上回る結果となった。

　引き続きＨＰの充実や地域との連携、柔軟
な対応を行い、多くの方に公園施設を利用し
てもらえるような取り組みを行うこと。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

都市公園に
おける県民
の憩いの場

の提供

利用者
満足度

　「満足」と「どちらかといえば満足」の合
計が98.3％と高水準を維持出来た。「ど
ちらかといえば満足」、以上に「満足」の
評価を毎年増加させることが出来た。
　週1回のリーダー会議ではアンケート
内容を常に共有し、些細な要望などにも
積極的にスピード感をもって改善に努め
た結果だと考えている。

緑化の啓
発・普及及
びくだもの
に関する振

興業務

　緑化の啓発・普及及びくだものに関す
る振興のため、果実及び緑化に関する
催しの年間参加者数を評価指針として
設定。
　年間参加者数は163,287人となり、目
標値112,924人を上回る結果となった。

　引き続き魅力ある催しを実施し、更なる利
用者の満足度向上に繋げてほしい。

　日常点検や清掃、多数のイベントの開催
等、適切に管理運営を行ったことで、利用者
から高い満足度を得た。
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１０　管理体制（組織図）

令和４年４月１日現在

1 人

2 人

6 人

8 人

16 人

5 人

38 人

1

7

アルバイト 5 パート 3

1

企画運営
リーダー

果樹管理
リーダー

一般職員 1 一般職員 1
一般
職員

2

園地管理
リーダー

一般職員 3
一般
職員

1

パート 3 パート 3 パート

支配人 1

副支配人 1 副支配人 1

果樹振興
リーダー

1
施設管理
リーダー

合計

パート

アルバイト

支配人

副支配人

一般職員

リーダー

受付案内
リーダー

1
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